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正し
ょ
う
尺じ
ゃ
く遺
跡　

北
区
葛
塚
・
か
ぶ
と
や
ま
二
丁
目
・
鳥
屋

　

正
尺
遺
跡
は
葛
塚
字
正
尺
（
通
称
曽
根
畑
）
一
帯
に
広
が
る
遺
跡
群
で
あ

る
。
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
遺
跡
群
で
、
四
地
点
（
Ａ
〜
Ｄ
遺
跡
）
が
知

ら
れ
て
い
る
。
正
尺
Ａ
遺
跡
と
Ｂ
遺
跡
の
発
見
は
古
く
、
昭
和
四
十
八
（
一

九
七
三
）
年
ご
ろ
で
あ
る
。
正
尺
Ｃ
遺
跡
は
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
高

速
道
路
建
設
に
先
立
つ
試
掘
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
正
尺
Ｄ
遺
跡
は

AA

BB
CC

DD

図191　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

平
成
十
年
に
周
知
化
さ
れ
た
。
こ
の
四
地
点
い
ず
れ
か
ら
も
古
墳
時
代
（
主
に
前
期
）
の
土
器
が
出
土
し
て
お

り
、
古
墳
時
代
に
は
こ
の
地
域
が
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
速
道
路
建
設
に

伴
い
平
成
十
一
年
と
十
二
年
に
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
、
正
尺
Ａ
遺
跡
と
Ｃ
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成

果
か
ら
裏
付
け
ら
れ
た
。

　

正
尺
Ａ
遺
跡
の
発
掘
区
三
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
は
竪た

て

穴あ
な

住
居
跡
一
棟
、
土ど

坑こ
う

一
基
が
発
見
さ
れ
た
。

遺
物
は
土
器
を
中
心
に
出
土
し
て
お
り
、
畿
内
や
北
陸
地
方
、
東
海
地
方
の
影
響
を
受
け
た
土
器
も
出
土
し
て

い
る
。
正
尺
Ｃ
遺
跡
の
平
成
十
二
年
発
掘
区
九
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
は
、
竪
穴
住
居
跡
四
棟
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物
跡
九
棟
、
周
溝
状
遺
構
二
基
、
土
坑
五
二
基
、
柱
穴
四
一
一
基
、
溝
二
四
条
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
直
径
二
二
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
環
状
に
巡
る
溝
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、
掘
立
柱

建
物
一
棟
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
口
絵
）。
周
囲
を
巡
る
溝
は
、
幅
が
一
〜
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
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二
〇
〜
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
途
中
の
三
か
所
に
出
入
り
口
に
な
る
所
（
陸
橋
）
が
あ
っ
た
。
溝
の

形
は
、
内
部
の
掘
立
柱
建
物
の
方
向
と
合
わ
せ
る
よ
う
に
四
角
形
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
い
び
つ
で
あ

る
。
こ
の
溝
に
囲
ま
れ
た
建
物
は
、
集
落
の
中
心
的
な
建
物
の
可
能
性
が
高
い
。
近
年
、
古
墳
時
代
前
期
の
集

図192　古墳時代前期の土師器　正尺C遺跡　左端とその
右手前が装飾器台　新潟県教育委員会所蔵

落
遺
跡
の
調
査
事
例
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
類
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。

　

遺
物
は
土
器
を
中
心
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。
壺つ

ぼ

・
甕か

め

・
甑こ

し
き・

埦わ
ん

・

器
台
・
高た

か

坏つ
き

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
土
器
が
あ
る
。
北
陸
地
方
と

の
関
係
が
強
い
も
の
が
主
体
で
あ
る
が
、
中
に
は
東
海
地
方
や
東
北
地

方
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
と
く
に
器
台
が
多
い
こ
と

が
特
徴
的
で
あ
り
、
中
で
も
装
飾
の
施
さ
れ
た
器
台
が
多
数
出
土
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
赤
く
塗
ら
れ
た
壺
や
、
高
坏
・
器
台
・
埦

は
、
祭さ

い

祀し

の
時
に
使
わ
れ
た
土
器
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

装
飾
器
台
は
珍
し
く
、
正
尺
遺
跡
の
よ
う
に
多
量
に
出
土
す
る
遺
跡
は

新
潟
市
域
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
西
蒲
区
の
御お

井い

戸ど

B
遺
跡
が
あ
る
程

度
で
あ
る
。
正
尺
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
溝
に
囲
ま
れ
た
一
画
は
、
何
ら

か
の
祭
祀
が
行
わ
れ
る
特
別
な
空
間
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。


